
ひよしよどがわ

洪水調節後の３日７時頃のダム堤体上流面

ダム貯留状況写真

令和６年１１月２日７時点
貯水位 EL.１８１.８９m

洪水調節開始時から終了時にかけて
約６．０ｍのダム水位上昇

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

淀川水系 日吉ダムによる効果
令和元年８月前線の概要＜第１報＞令和６年１１月 低気圧における日吉ダムの洪水調節状況 水資源機構独立行政法人水がささえる豊かな社会

○１１月低気圧の影響により、１１月１日１４時から２日２０時にかけて、流域平均の総雨量が９９．８㎜、 時間最大雨量が２３．２mmとなり、
日吉ダムへの流入量は約３６８m3/sを記録しました。（園部観測地点の総雨量は１３７．５mm、時間最大雨量が４６．５mmを記録しました。注）

○日吉ダムでは、１１月２日１４時２０分から２日２３時２０分にかけて洪水調節（防災操作）を実施し、約８２０万m3の洪水を貯留しました。

○ダム下流の桂川の水位を保津橋地点（亀岡市保津町下中島）で約０．３５m低減させる効果があったと推定されます。

洪水調節前の１日９時頃のダム堤体上流面

令和６年１１月１日９時点
貯水位 EL.１７２.３２m

●
保津橋地点

日吉ダム

日吉ダムと保津橋地点の位置図

かめおかしほづちょうしもなかじま

保津橋地点における水位低減効果

注）園部観測地点は、気象庁HPを参考にしています。


